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1 　はじめに
（ 1 ）研究の目的
　本研究は、現在初任期を生きている 2 名の教師
の語りの分析を通して、初任期における若手教師
の経験と成長の様相をとらえること、とりわけほ
ぼ一年の時を置いて初任期の経験を語り直すこと
で明らかになった教師の省察の深化を叙述、考察
することを目的としている。
　近年、我が国では、大量の教員の退職とそれに
伴う大規模な新採用教員の参入の結果、学校現場
において若手教師の経験の省察を促し、その専門
的成長を支えることが喫緊の課題となっている。
教師にとって初めの五年間の経験が、その後の教
職生活を大きく規定すると言われている。そのた
め、ナラティブ・インクワイアリー（narrative 
inquiry）を用いて教職五年以内の教師の経験を、
教師に内在する視点から捉えることで、個々の教
師に固有の要素を踏まえて、教員の専門的成長に
それらがいかに作用し、どのような変容の契機を
もたらしているのかを明らかにすることは、理論
的かつ実践的に価値のある研究課題であると考え
られる。カナダの教育研究者のクランディニン（D. 
Jean Clandinin）は、研究者と研究参加者（ここ
では教師）の持続的で信頼に基づいた協同の探究
の関係の中で、空間的・時間的広がりを持つ経験
を自分史のスタイルで語るだけではなく、社会的
な文脈に基づいて研究者との密接な関係性の中で
語り直すことを通して、語り手の経験を「動きの
中でとらえる」ことを提唱してきた1。本研究は、
クランディニンのナラティブ・インクワイアリー
を援用し、新人教師一般の経験に還元されない
個々の教員の成長の契機に光を当てることを目的
としている。本研究は教師教育に関わっている三
名の研究者の協同研究であり、本稿は、その一連
の研究の一部である2。
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　本研究は、現在初任期を生きている 2 名の教師の語りの分析を通して、若手教師の初任
期における経験と成長の様相をとらえること、とりわけ初任期の経験を語り直すことで明
らかになった教師の省察の深化について叙述、考察することを目的としている。クランディ
ニンのナラティブ・インクワイアリーの方法に基づき、個々の教師をよく知り信頼に基づ
いた関係を保つ研究者が、パートナーとして、個人が語る子ども時代から今日までのライ
フストーリを聞いた。またほぼ一年後に互いをよく知る教師同士が共に語りあえる場を設
定し、それぞれの教師が経験を語り直し、互いに耳を傾けた。
　語り直しにおいては、個々の教師によって以前には言語化されなかった内容の新たな言
葉でのとらえ直しが示され、語り直しを通して省察が深まることが示された。また、担任
教師としての教師像・学級像のとらえ直しや、自己理解についての語りも見られた。更に、
協同のナラティブの場を持つことにより省察をもたらすということ自体が、教師の仕事を
支える力となると考えられた。
キーワード：初任期教師　ナラティブ・インクワイアリー　語り直し
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りは録音から文字に起こしたものを、三人の研究
者が共有して分析検討した。以下では、その協同
の語りの中でも、初年度の経験についての語り直
しに質的な変化がみられた点に焦点を当て、教師
ＲとＳのそれぞれの成長を、経験の意味の変容の
視点から読み解くと共に、二人の教師と一人の研
究者で構成された語り直しの場の経験について、
三人の研究者の視点から分析する。
表 1
1 ． いま教えている学校、学年・学級、教科等
について聞かせてください。
2 ． 昨年と同じ学校で教えていますか？　基本
的に同じ仕事内容ですか？
3 ． 教師になろうと思ったきっかけは？　いつ
どういう理由で教師になろうと思いました
か？
4 ． 初めて教職に就いたとき、どのような教師
になろうと思いましたか？
5 ． 最初の 1 年目の経験からは、どのような影
響を受けたと思いますか？
6 ． 教師として変わったなと思った時はありま
すか？
7 ． 五年後、十年後に教職を続けていると思い
ますか？　続けているとすれば、どんな教
師になっていたいですか？
2 ．ＲとＳの最初の語り： 
二人の教師の初任期における経験の意味
　ＲとＳの一回目のインタビューは個別に行われ
たが、それぞれの語りから、教師が初任期までの
どのような経験に意味を見ているのかについて、
いくつかのテーマが見えてきた。以下では、教職
を志してから今日までの、長いスパンにおける経
験が、初任期の教師をどう支えているのか、また
成長していく教師を、学校内と学校外のどのよう
な環境が支えるのかについて、ＲとＳの語りをま
とめる。
（ 1 ）大学における養成期から初任期への連続　
　Ｒは、教師を志した起点として、中学時代に考
えたことを次のように語っている。
（ 2 ）　研究の方法
　Ｚ県およびY県で公立小学校に勤務する入職 3
年目の教師たち 3 名を対象として、インタビュ
アーとインタビューが一対一の自伝的なインタ
ビュー調査を行った。その後一年以上おいて、同
じインタビュアーが、初年度と同じ質問を含みな
がら、教師としての経験を再度振り返るインタ
ビューを行った。その二度目（入職 4 年目）のイ
ンタビューは、初回のインタビューに応じてくれ
た教師の中から、採用地域も近く、同じ大学を卒
業した友人である二人の教師を選んで、グループ・
インタビューの形式で行った。
　本研究の一年目のインタビューでは、「初任教
師」というカテゴリーによってインタビュイーの
属性をあらかじめ性格づけることを避けるため、
単に教師としての初任期の経験を尋ねるのではな
く、一人の個人が教職をめざしてきたより長期の
ライフストーリーをききとりの対象とした。その
ため、個々の教師をよく知り信頼に基づいた関係
を保つ研究者が、パートナーとして、個人が語る
オートバイオグラフィー（自分史）的な語りに耳
を傾けることとした。また、そのような語りを引
き出すために、クランディニンらの行った初任期
の教員に対する研究に倣い、個人のライフストー
リーに沿い、かつ学校内外の経験についても語り
ながら、アイデンティティについて省察をしやす
いようにデザインされた質問項目を用いて半構造
化インタビューを行った。そこでは、私たち研究
者も研究参加者と語りながらともに省察を深める
機会にもなるというナラティブ的探究の場となる
ことを意識した3。
　二回目のインタビュー（2016年11月）では、イ
ンタビュー項目には半構造化インタビューとして
実施した一回目の質問から主なものを選び、あら
ためて個々の教師の経験を長いスパンで振り返っ
てもらうことを意図した。同時に、追加的質問と
して「自分がかわったと思ったこと」という項目
を一つ加えた（下記　表 1 ）。グループでの語り
の場は、ティーテーブルを囲んで、やや奥まった
静かな場所で、会話ベースのセッティングとなる
ように意識した。 2 時間続いた語りは、前半には
個々の教師に所定の問いを問いながら展開された
が、後半には自然に互いに質問をすることが増え
自発的なトピックが繰り出されるのに応じて、イ
ンタビュアーの質問は意識的に減じていった。語
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つて自分自身が憧れた小学校時代の恩師とその像
において重なるところがあり、その時、自分が目
指すべき道を確認している。
入ったクラスの担任の女の先生は、熱血。全
力投球みたいな、いつでも。その人も自分の
理想としてた（小学校） 3 、 4 年のときの担
任の先生と一緒で、何でも一緒にやるし、言
うときは言うし、っていう人だったので、やっ
ぱりこういうタイプの先生になりたいなって
いうふうに再確認をしました。（中略）個性豊
かで、でもなんかまとまってるクラスってい
うのと比べたときに、やっぱり頑張り屋さん
な子に育ってほしいなって。他の 2 つも絶対
大事なんですけど、自分が目指すクラスの雰
囲気もきっとそこだろうし、そしたらこうい
う先生になれたらいいのかなと思って。（中略）
こうなったらいいなと思いながら、もう入り
ました。
　教師になる前に、すでに自らの教師像・学級像
を確立して、初任期を迎えていたことがわかる。
そのライフストーリーにおいて、小学校時代から
途切れずに続く確固たる教師像の軸が語られてい
るところに、ＲやＳの教職アイデンティティがそ
の場しのぎの付け焼き刃的なものではなく、自己
アイデンティティに深く根差したものであること
があらわれている。
　実際に教職に就いてからの教師像の変容も、次
のように省察されている。Ｒは、ただ好かれると
いうことではなく、信頼されるという教師像につ
いて語った。
ただ遊んで楽しいだけじゃなくて、違う部分
で信頼を勝ち取らないとと思って（笑）。子ど
もたちから。それは思ってます。だからちゃ
んと、先生として信頼されるっていうのかな。
（中略）ただ若いから好きとかじゃなくて、こ
の先生って本当に信頼できるって思って、好
きって思ってほしい。
　Ｓも、子どもとの関係性について、一年間の担
任を終えた時の見方の変容を語った。
クラス持って、何にもしないで子どもから好
かれるわけではないし、でも、好かれ過ぎで 
もいけないしっていう。だから、実習のとき
影響が自分に残っていることに気付いて、小
学校の先生の影響が。そのときに教わったこ
ととか、先生のなんていうか、元気な感じが
自分にも移ったりだとか、なんだろう。先生
の影響ってお母さんとか受ける影響プラスま
た先生の影響って小学校のとき強いなと思っ
て。
　小学校の先生になりたいと強くおもったきっか
けは、中学校に入って意識されるようになった小
学校時代の経験であり、教師像であった。ここに
は、そのように自分に関わってくれた教師の関わ
り方から得られた教師像とともに、自分自身がど
のように今の自分になってきたのかというアイデ
ンティティに関わる省察が分かちがたく含まれて
いる。
まずは子どもたちをちゃんと理解してあげら
れるようになりたいなと思ったのと、近い存
在でありたいって思ったのが、たぶん初めて
（教師に）なったときにそう思っていて。近す
ぎてしまったりだとか、いろいろ失敗はあっ
たんですけど。
　このようにＲは、入職時点からの教師像を持っ
ていた。教職アイデンティティの追究は、中学時
代の最初の省察にとどまらず、教員養成期に実習
で出会った教師から学び取ったものや、その他に
も、卒業論文のテーマとして学級像を探究すると
いう形で続いていった。例えばゼミの中で、仲間
と教育実践について一緒にビデオ視聴し討議し語
り合ったことを想起して、言う。
すごい印象に残っていて。そうやって（教室に）
入った瞬間にこのクラス温かいって感じる雰
囲気ってあるんだなと思って。そういうのは
残ってますね、印象に、すごく。でも自分が
やった卒論のこととか、できてるかって言っ
たらそうでもないかもしれないですけど（笑）。
でもどっかでたぶん生きているんだと思って
ます。
　自分の目指す教師像と学級像は、入職までの長
いスパンを持って、Ｒの個人的な経験に根ざして
形成されてきたことがわかる。
　Ｓも、大学時代のインターンシップの経験で出
会った、ロールモデルとなった同性の教師が、か
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ごく多いんだなっていう。結構足並みをそろえて
いこうっていうのが、先生たちの間にあるので。
でも、有難いですよね。こちらとしては。」この
ように言うＳにとって、学校における同僚との協
同的な関係性は、仕事に対するモチベーションを
高めるものとなっている。そして、実際に仕事を
行う上で、大きな補助となっている。
　また、学校内において人生のロールモデルとな
り、同行者ともなっている同僚とも出会っている。
そして、ロールモデルとなる同僚との出会いは、
Ｓの教職生活の大きな支えとなっている。
若い人多いですね。本当。一番仲がいいのは、
同期で、でも年上で、28歳のお姉さんなんで
すけど。臨採経験がすごい長い人だったんで、
自分が初任で一緒に入ったときから、いろい
ろ教えてくれてたし、面倒もよく見てくれて
ます。
　ここで語られているように、同期で初任を経験
し、同性で年長の、ロールモデルでありつつ、と
もに成長し合う女性教師を得ている。また、同性
の年齢の近い親密な同僚も存在している。
　新採用の教師たちが増えている現代の教職をめ
ぐる環境が、Ｓの場合、教職への入職のキャリ
ア・ステージにおいて、その参入の過程をよりス
ムーズなものにしているといえる。
　Ｒもまた、職場における支えについて、多く語っ
ている。
私はいつもベテランの先生に囲まれているの
で、学年いつもそうなんですよ、毎回。初任
の時もベテランの周りに囲まれてやって。（学
年団 4 人の中の） 3 人がベテラン。で、去年
もベテラン周りにいて、今年もまたベテランの
周りでやらせてもらってるので、吸収する部
分が多い。いろんなやり方を見ているので。（中
略）言い方が全然違うので。例えば授業のや
り方だったらこういうふうにすればいいよと
か教えてくれたりとか、なんか分からないこ
とがあると、ぽんと聞くとこんなふうなやり方
があるんだよって、みんなそれぞれあるので、
おもしろいです。そうかと思って。いろいろ
試してみて自分に合ったやり方を挑戦すると
いいよって言ってくれるので、いろんな話を 
聞いて実践してみて、自分はこういうやり方
はいかに子どもと近づくかっていうところ
だったけど、でも、近づき過ぎてもいけないっ
ていう。（中略）すごく子どものことは好き
だったんだけど、 4 年生のこの子たちを持ち
たくないなって思って、それは、このまま上
がっちゃったら、慣れ合い、なあなあな感じ
になっちゃいそうっていう。初任者のときは、
すごく子どもと距離が近くて、それはそれで
いいところがあったんですけど、でも、 1 回
この子たちと離れて、もう一度ちゃんと自分
のやり方を考えたいっていうふうに思ったん
です。
　ここには自らの教育実践に対する省察が表現さ
れている。自分が子どもたちに好かれるかどうか
という観点ではなく、子どもたちの学びと成長に
とって自分の関わりがどのような意味をもってい
るのかという観点から自らの仕事を評価している
のである。
　 1 年間の教職経験を積んだＳは、教育実習の時
とは違い、子どもに受け入れられることを目的と
して捉えるのではなく、子どもをより高次の世界
に導くための手段として認識している。すでに専
門家としての高い意識をもって、教職生活を送っ
ているといえる。その上で、まず 1 年目に心掛け
たことは、全力を尽くして、自分自身が子どもた
ちのモデルとなることだった。
1 年目のときの自分のモットーは一生懸命で
した。（中略）まずは見本になることを心掛け
ました。
　初任の 1 年間、Ｓは、教師になるために自らの
修養に努めたのである。
　このような二人の語りからは、教師としての成
長が養成期よりもはるかに以前からの個人的な経
験に根ざしていること、またその個人的な経験を
基盤として個性的に教師像や学級像がつくられ、
また養成期の経験が形作られること、入職してか
らもそれが続いていくことがうかがえる。
（ 2 ）教師の成長のための支えとしての環境
　第一回目のインタビューにおいて、ＳとＲの語
りの重要な一つのテーマとなっているのが、周り
の人々に支えられているという物語である。「う
ちの学校は、学年のミーティングみたいのが、す
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先生だったらこういう対応しなきゃだめだよ
とかじゃなくて。人間としての感情を言える
から。先生じゃなくて普通の（笑）。それは思
います。
　また、学校外の友人と話すことができたことが
支えになっていたことも、次のように語った。
サークルの先輩だったりとか、後輩になんか
笑いながら話をしたりとかそういうこともあ
るし。関係が一本でなかったから、学校の先
生だけじゃなかったんで、周りがいっぱいい
たので（笑）。
　Ｒの場合、こうした教員以外の友人が支えで
あったことには、もう一つ別の理由があった。同
じ教員の友人には語ることができなかったこと
を、次のように述べている。
でもあんまり同業種の友達にはこういうよう
な相談はしなかったです。同業種だから、み
んなが一生懸命やる気があってやってるのに、
私だけもう辞めたいとか行きたくないとか
言ったら嫌だろうなと思って、全然関係ない
仕事をしている人に話をして。（中略）。なん
かみんなすごい楽しいとか、かわいいとか言
いつつ、1 年目はやってたんですよ。（中略）（そ
ういう人が）多かったんですかね、周りで。
だから。（中略）会ってもそういう話はあんま
りしてない。私は自分の話はしなかった。
　極度に対応の難しい児童を抱えたＲの初年次の
困難は、学生時代から親しい同業の友人たちと本
音の語りをすることを妨げるほどのものであっ
た4。
3 ．語り直しによる、捉えかたの深化
　語り直すことは、時間をおいて再度語るという
時間のもたらす振り返り効果を含んでいる。語る
という単発の行為だけではなく、同じ聴き手を前
にもう一度語り直すという場面において、語られ
た内容の深化が見られるのであれば、そこには省
察のための語りの有効性が表れたと見ることがで
きよう。
（ 1 ）Ｒの初任期経験の語り直しと捉え直し
　Ｒは、初回のインタビューにおいて、最初の年
でやろうって思える、学ぶ機会が多いので。
　いつもアンテナを巡らせて、自分にないものを
主体的に吸収したいと願うＲにとって、見て学ん
だり、アドバイスや例示を通して自分で考えてい
けるという環境は、とても大切なものであるよう
だ。単に教えてもらうという関係であるのではな
く、学びあう同僚性が、彼女にとって支えである
ことがうかがえる。また、「本当にいつも学年の
先生が温かく見守ってくれるので」と自覚するR
は、まだ 3 年目の教師ながら、既に自分も他の人
の力になりたいと願っている。
いろんなところでたぶんいろんな先生が、い
つも見守ってくれてたかなって 1 年目は思う
し、 2 年目からはもう、自分もちゃんとしな
きゃなと思ったので、支え合えた部分もたく
さんあるし、自分も力になろうと思ってやっ
たりするときもあったし、いつも本当、学年
の先生がいい関係で築けたとか本当に温かく
見守ってくれたのでやりやすかったです。（中
略）周りを見てあの人は仕事が多いなっていっ
たら声を掛けてとか、私が 1 年目で落ち込ん
でいるなと思ったら必ず声を掛けてくれたり
とか。大丈夫って。（中略）自分もそうしたい
なと。下の子が入ってきたら。今はいるので、
話聞いたりとか。
　このように、支え合うという気持ちが持てるこ
とが、職場の一員としての感覚が持てることにつ
ながり、Ｒにとっては大切なものとなっている。
　学校外における関係も、同様に二人の教師たち
にとって重要なものであった。
　Ｓの同僚とのコミュニケーションは、学校外で
も活発に行われている。例えば、同僚との飲み会
は、仕事上のストレスを発散し、同僚との紐を強
め、次の仕事へのモチベーションを高めるものと
なっている。思ったことを自由に言い合える若手
同士で飲みに出かけるという職場環境が、これを
可能にしている。
　Ｒは、自身の母親の支えについても語ってい
る。教師ではない親には、語り易い側面があった
ことがうかがえる。
聞けるのは本当に、先生じゃなくて普通の保
護者としての気持ちが分かるかなと。（中略）
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そっと私に言ったことがある」とＲは語る。「誰々
くんのことも叩いちゃ駄目って良いながら、バシ
バシ自分のことたたくんだ」と言う子どもの言葉
を引き、Rは母親の行為と言葉との矛盾に「子ど
もだって気付く」と述べている。「家でやられる
ことが出ちゃう」と、子どもの視点に立って問題
を捉え直している。
　 2 ）喧嘩や怪我させることを避けるために問題
の児童を廊下に出したことで、出さないよう校長
から指導されたことについて、「保護者対応とし
て、言われるのが困るからですね、きっとね。」
と語る。「校長先生はとりあえず問題起こしてほ
しくないタイプだったので。」と説明しており、
単に教室外に出さないよう指示するだけの外形的
な指導を、学校として理想的なバックアップとは
いえないことも理解している。また、自分が苦慮
した親子への対応を、その後担当した年長教員が
どのように対応したかについても観察しており、
つきはなすようなその対応が自分にとっての答え
とはなり得ないことも考察している。こうした語
りには、Ｒが、対応の難しさを孕んだこの母子に
対してどのように向き合うことができるのか／で
きたのかを、その後も考え続けていることが表れ
ている。また子どもへの持続的な眼差しだけでは
なく、子どもをとりまく学校という環境全体を意
識してもいることが表れている。
　 3 ）クラス委員の親たちが、学級に入ってくれ
たことにも言及している。これは一年前に無かっ
た語りであり、担任の自分の周囲でどういう支え
や指導を巡っての関わりがあったかを俯瞰するよ
うに捉えようとしている態度は、前回と異なる点
であるといえる。
（ 2 ）Ｓの初任期経験の語り直しと捉え直し　
　Ｓの一年目の語りにおいては語られていなかっ
たが、保護者とのかかわりなどには、さまざまな
困難とジレンマがあったようだ。
　Ｓは、母親にも問題があって子どもを登校させ
ていないため休みが続いた子どもについて、自宅
に電話した時の様子を次のように語った。
「今もそういう気持ちがあるうちはいいけど、
お休みたくさんして、ちょっと怠ける心とか
が付いちゃったりとかっていうのが大きく
なってきたらありますし」みたいな、こう、
に担任した「今までに接した中でも一番難しい親
子」について述べていた。子どもについては「と
もかくなんか乱暴な子ども」と、暴力を用いたい
じめを行う児童について、このように語ってい
る。
子どもは学校で好き放題して、ともかくなん
か乱暴な子ども、友達に蹴ったりだとかいじ
めたりとかする。みんな周りの子も分かって
て、接し方を変えてはいるんですけど、弱い
者を見つけるとやっぱり殴ったり、お腹パン
チしたりとかそういうレベルだったので、な
んかあると、お母さんに連絡をしてこうこう
こういうことがあって、結構相手の子も押さ
れてけがをしてしまったのでという話をして。
　この子どもへの対応の苦慮は、同時に親への対
応の苦慮でもあった。その子どもが他の子どもに
対して被害を与えたことを伝えても、「うちの子
は悪くない」といい「うちの子の話を聞いてくれ
たんですか？」という親に振り回されたこと、更
に、被害を受けた相手の親からも「向こうのお母
さんに伝えてくれたんですか」と聞かれることに
加え、件の児童と親のことを、（他の）「親の間で
も有名」で「言っても無駄だと諦められている」
親子であると表現している。
　「加害者のお母さんが、あいての被害者のほう
を悪者にしたがるので、だいたい被害者のほうの
人が怒鳴りつけられて終わりだってみんな知って
いる」と、Rは状況を説明する。その語りは、教
師としてどのように関われば良かったのかといっ
た言及や、親や子どもの問題点がどこにあるのか
を省察しようとするコメントではなく、むしろ無
力感が感じられる描写でもあるということができ
る。
　しかし、一年後のインタビューにおいて、この
事例をRは、母親の問題、特に親から子への言行
の矛盾という点から言語化している。それは、一
回目のインタビューでは省察されていなかったこ
とであり、問題の核心を第一に子どもの視点から
見直したものであると言える。第二に、管理職の
逃げ腰にも言及している。第三に、保護者の支え
に言及していることも一回目との顕著な違いであ
る。
　 1 ）子どもの視点に立った語り
　母親から叩かれていることを、子どもが「ぼ
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俯瞰するように語り直している。
4 ．語りを通した省察
　 4 年目に入った今の段階で、教師としての成長
についてどのように意識されているかは、「先生
として自分が変わったなと思う瞬間」を問う質問
を一つの契機として、ＳとＲとの間で会話のよう
に展開された語りがあった。担任教師としての仕
事のとらえ直しが見られた。語り直すことで促さ
れた省察である。
（ 1 ）自分の作った枠の自覚化：Ｓの場合
　Ｓは、「何か、こうしなきゃいけないみたいの
がすごくあったんですけど、自分は」と語りはじ
め、「枠にいれなきゃいけないわけじゃないんだ
なみたいなのをすごい感じました」という。
初任、 3 年生持ってて、もうそのときは何に
も分かんなかったけど、次の年が 1 年生だっ
たので、やっぱ 1 年生って、基本的なことを
丁寧に教えなきゃいけないし、みんなが絶対
にここまで達さないといけないみたいな。学
年で足並みをそろえてって、そういうのが
あったから、こうしなきゃいけないみたいの
がやっぱ自分の中で強くあったんですけど、
でも、去年のクラスもあって、今年のクラス
も、もうすごい、何か特殊なクラスだったか
ら、枠に入れなきゃいけないわけじゃないん
だなみたいなのをすごい感じました。何か。
　「みんなが絶対にここまで達さないといけない
みたいな」教師としての自分の視点からの「枠」
が先にあって、どの子どもにも到達させたいとい
う気持ちがあったことを、自覚的に振り返ってい
る。しかし「枠に入れなきゃいけないわけじゃな
いんだな」「入れないほうがその子にとっていい
みたいな時もあるな」ということに「自然と気付
いた」という。
「何でなんだろう。何か、みんな、こうしろこ
うしろって、こう、自分というこの枠の中に
入れたかったんですけど、何か、入れないほ
うがその子にとっていいみたいなときもある
なっていうのに自然と気付いた。」
　高学年を担任したことで変わってきたと自分で
は分析している。
やんわりと言ったつもりだったんですけど、
その「怠け心」っていうのに向こうが食い付
いてきて、「うちの子が怠けるって言うんです
か」って言って、そこに何か、電話越しに
ガーッて言われて。で、「どういう考えなんで
すか、先生は」って、「校長先生に替わってく
ださい」みたいな感じになっちゃって。その
ときは替わってもらって。（中略）「そのとき
は（校長は）私の肩を持って話はしてくれた
んですけども、「お母さんも大変ですよね」と
かって言いながら話はして、向こうが落ち着
いたっていうことで電話は終わったんですけ
ど。そういう家庭だから気にするなって言わ
れて。
　校長が支えてくれたため、Ｓは致命的な打撃を
受けることはなかったが、保護者と心を通わせる
ことができなかったという経験は、誰とでも分け
隔てなくコミュニケーションを大切にするＳに重
くのしかかっていた。この重さを共有してくれた
のがＲであった。「うん。ない？　親から怒鳴ら
れるみたいなこととか。」というＳの問いかけに、
「あ、でも、あるよ。 1 年目のときは。あった。
1 年目は、私は、親も子どもも大変だったから。」
とＲが応じている。またＲの語り直しも聞き、Ｓ
は保護者個人の問題にとどまらずに、家庭で子ど
もたちが受けた傷が学校に持ち込まれる構造につ
いて言及している。
　今担任している児童の中で、暴言暴力という問
題を抱え最も対応が難しかった児童について、
「今のＫも、お父さんすごくて。頭から血流しな
がら登校して来たこととかあったし。」と言う。
また、「その前に 1 年生持ってたときも、すごい
脱走しちゃうし、暴力ふるうみたいな子がいたけ
ど。」と振り返った後、次のように語った。
うん。で、その人になっちゃうんだよね。学
校でね。学校に来るとね。いつも自分やって
る人になっちゃう。お父さんみたいになっ
ちゃう。学校に来て。周りが自分よりも弱い
と判断すると。
　子どもの視点に入りこみ、家庭と学校という子
どもの生きる場所を見通すかのようにしながら、
Ｓは家庭で暴力を振るわれる子どもに心を寄せつ
つ、学校で暴力を振るってしまう子どもの問題を
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ブ・インクワイアリーに基づいて、個々の教師の
自伝的な語りにゆったりと耳を傾けるために、会
話ベースのセッティングにおいて、問わず語りに
生まれる言葉を通して、参加者は互いの経験の意
味に寄り添おうと努めた。
　こうした深い語りそのものがもたらす、自己理
解があると思われる。二時間に及ぶ会話の終盤
に、これまで思っていなかった気づき、「自分が
意外と…だったんだ」という形での自己理解が語
られた。それは、語りそのもののアイデンティ
ティ形成作用というべきものと考えられた。
　Ｒは、「日々文句しか出てこないというか。『今
日こんなことがあってさ』とか言ってることが多
いけど、意外と楽しんでるんだなって気付きまし
たね。」と語った。
思い返せば、「楽しかったな」っていう言葉で
終わるから、毎日毎日はいろんなことがあっ
て、（中略）文句ばっかり言ってると思うけど
も、根本に楽しいがあるからかなと思いまし
たね。
　深い語りがもたらした自己への新たなまなざし
である。
　一方で、Ｓは揺らぎを表現しはじめた。
何か、今この場で口がぺらぺら動いてるけど、
果たして実際に自分はできてるのかなとか、
こういうふうになりたいって言ってるけど、
それに向かってちゃんとやってるのかな、と
かって思います。何か、Ｋ君が最近落ち着い
てきて和気あいあいと言ったけど、でもまあ
やっぱり問題は起きてるし、みたいな。何か、
うん。言ったからにはやらなきゃな、とかっ
て思ったりとか。
　Ｓの語りはむしろ、整ったストーリーであった
分、そこに未だ言葉で分け入っていない側面もあ
るのではないかという可能性が念頭に浮かんでき
たとも解釈できる。自分の語りに満足せず、多面
的に自己を省察しようとする積極的な姿勢が生ま
れているともいえる。
6 ．結語：ナラティブ・インクワイアリーが
示し引き出す教師の成長
　ＳとＲ二人の教師は、入職までの経験に共通点
もある友人同士で、同じ自治体の公立学校で同時
（ 2 ）自分のスタイルの変容の自覚：Ｒの場合
　Ｓが教師としての自己の揺らぎと新たなパース
ペクティブについて語ったことを受けて、Ｒも自
分もそうした変化があったことを語りはじめた。
Ｒは、それが教師のパーソナリティによるのでは
ないかという分析を加えている。
私は絶対ビシッとできない。できない、って
いうのは、多分最初はビシッとやりたかった
んです。一年目は。（中略）イメージあった。
でも、あ、できないっていうのに気付いて。（中
略）これでみんなが楽しければいいかなと。
ここにいて、居心地が良くて楽しければいい
かなと思って。締めるというよりは、どちら
かというと、緩いって多分思われると思うん
ですけど、でも、何かやらなきゃいけない要
所要所を押さえておけば、そんなに崩れない
かなってのを思った。
　このように語ったＲは、「締める」という言葉
で、教師の視点から子どもの行動を形づくってい
く営みを対象化して捉えている。個々の教師の
パーソナリティに基づいた選択としてそれを描い
ており、自分にはそれは合わない、自分はそうで
はないやり方で、目指す学級をつくっていくとい
う意志を表明している。
　Ｒはそれを「自分に合ったクラスっていうのが
あるんだなってのを学んだ」とも言い替えてい
る。「最初はカチッとしようと思ったけど、あ、
これは自分のスタイルじゃないなっていうのは、
ちょっと変わったかな」と述べている。
　ＲとＳが言及したこのような教師としての構え
の変化は、教師としての成長の中の一つの大きな
ステップと見ることができよう。 4 年目の今言語
化できるようになった、教師像の変化であるが、
それは与えられ受け取ったものとしての教師像・
学級像ではなく、個人としてイメージし直し、形
づくったものであった。
5 ．＜語る＞ことがもたらす自己理解と成長 
−ナラティブ・インクワイアリーの持
つ実践的意義
　今回（二年目）の協同の語りは、信頼できる友
人関係にあったＲとＳが、入職前からの関係のあ
るインタビュアーと継続して持った語りの場にお
いて、生み出されたものである。また、ナラティ
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第一回目の語りは、まだ困難な経験を語る準備が
できていなかったのかもしれない。また今回のＳ
とＲの事例のように、同じような経験をしている
他者の声に触発されることによって、はじめて語
ることができるテーマもある。成長には、揺らぎ
の克服だけではなく、揺るぎのなさから揺らぎが
生じるというベクトルもあり、それが教師のもの
の見方と人間としての幅を広げる上で大切である
場合がしばしば見られる。
　ある時間を挟んでの語り直しと同じ境遇にある
仲間との協同の語りは、このように、教師たちの
語りをより深く聴くことを可能にするように思わ
れる。
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期に教職をスタートした。初回の個別インタ
ビューでは、ともに暖かい良い職場であるという
認識が表現されていたが、職場の同僚性や教師を
支える環境という点では違いがあり、それは協同
の語りの中において、より明らかに認識されるこ
ととなった。
　それぞれの教師は、個性的な経験に基づいて目
指す教師像や学級像をもっており、それがどのよ
うに形成され今日の実践を支えているかが、子ど
も時代から今日までの経験を自伝的に語る中で表
れてきた。また、そうした教師のアイデンティ
ティの語りが、決して標準的なものさしで測るこ
とのできないそれぞれの教師の力として、個々の
実践の基盤を成していることがうかがえる。教師
の成長というものが、いかに息長く個性的な道筋
をたどって成されるものであるかを、ナラティ
ブ・インクワイアリーは描き出すのである。
　また、ナラティブ・インクワイアリーは、こう
した教師の成長のありようを克明に描く方法であ
るだけではなく、それ自体に実践的な意義がある
ことが明らかになった。とりわけ、語り直しに
よって、個々の教師が以前には言語化されなかっ
た内容を新たな言葉でとらえ直しできることが示
された。語り直しが促した省察は、一度目の語り
よりも広い視野で問題をとらえ、同一の出来事を
異なる仕方で捉え直すことができただけではな
く、子どもや保護者の立ち位置に寄り添い複数の
視点で問題を描き直したり、自己の教育実践を異
なる視点から省察しなおしたりするものとなって
いた。また、新たな自己理解に至ることもできて
いた。
　Ｒの語り直しは、入職一年目で経験した非常に
難しい対応を求められたケースについて、理解を
深め、同時に、教職をずっと続けると言い切れな
かったほどの初年度の経験の苦しさについて、サ
ポート環境にも問題があったり、思わぬ助けが
あったりというように複眼的に見直すことを促し
た。協同のナラティブの場がこうした捉え直しを
引き出すということ自体が、教師の仕事を支える
力となると言えよう。またＳの語りは、調和した
語りからひび割れのある語りへと変容していた。
人々が困難な経験を語るためには、例えば半年と
いうような、時間の経過が必要だと言われるが、
